
思い出は心の中に
　　　　笑顔でお別れ

いつまでも忘れないよ

桜町保育所は、62年の歴史に幕を閉じます。
４月１日からは「さくら保育園」として生まれ変わり、

園児たちは新たな一歩を踏み出します。（関連記事２〜５ページ）

あなたとまちのコミュニケーション情報紙 ——————————————————No.７０４

４
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【
名
称
の
由
来
】

　

桜
町
の
白
、
月
山
の
黄
、
草
野
の

緑
、
赤
川
の
赤
を
各
町
内
の
シ
ン
ボ

ル
色
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会

が
、
こ
の
先
も
益
々
栄
え
、
五
箇
庄

地
区
が
「
彩
り
鮮
や
か
な
里
」
と
な

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
施
設
の
特
徴
】

　

自
治
振
興
会
事
務
所
、
56
帖
の
広

さ
を
持
つ
研
修
室
、
会
議
室
、
調
理

室
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
施
設
と
し
て
、
ま

た
、
公
民
館
活
動
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
事
業
で
の
活
用
、
高
齢
者

の
憩
い
の
場
な
ど
、
多
目
的
に
利
用

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
施
設

は
、
地
区
避
難
場
所
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
備
蓄
庫
も
配

備
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
３
面
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
１
面
を
設
置
し
ま
し

た
。

【
名
称
の
由
来
】

　

桜
町
保
育
所
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
「
さ
く
ら

保
育
園
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
桜

の
花
び
ら
は
５
枚
と
五
箇
庄
地
区
の

「
五
」
を
表
し
て
お
り
、
親
し
み
や

す
さ
の
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
施
設
の
特
徴
】

　

０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
定
員
60

人
の
保
育
所
で
す
。
そ
し
て
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
乳
児
保

育
、
延
長
保
育
、
障
害
児
保
育
も
実

施
し
ま
す
。

五
箇
庄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

彩
い
ろ
ど
り

の
里さ

と

（
多
目
的
集
会
施
設
と
体
育
館
部
分
）

さ
く
ら
保
育
園

　建物は木造平屋建てで、多目
的集会施設と体育館部分からな
る「彩の里」と新保育所の「さ
くら保育園」を一体的に整備し
た複合施設となっており、床面
積は1,631平方㍍です。
　施設の大きな特徴として、朝
日町産材および県産材の利用を
促進する目的で、柱材や壁仕上
げ材などに朝日産および県産の
杉材をふんだんに使用し、地場
産材活用を大いに発信する施設
となっています。

▲体育館▲トイレ

▲０歳児保育室

▲会議室▲遊戯室 ▲研修室▲保育室（３〜５歳）

DATA

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
木
の
香
り
と
、
や
さ
し
い
光
が
調
和
し
た
癒
し
の
空
間
―
。

五
箇
庄
地
区
の
中
心
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
地
区
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
思

い
が
込
め
ら
れ
た
複
合
施
設
が
、
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
施
設
の
名
称
や
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

―
五
箇
庄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
彩

い
ろ
ど
りの
里さ

と

・
さ
く
ら
保
育
園
―

待
望
の
新
空
間
が
誕
生
!!
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旧
五
箇
庄
小
学
校
跡
地
施
設
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
「
五
箇
庄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
彩
の
里
」
お
よ
び
「
さ
く
ら
保

育
園
」
が
完
成
し
、
３
月
22
日
、
現

地
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
脇
町
長
や
桜
町
保
育

所
の
園
児
代
表
な
ど
７
人
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
脇
町
長
が
「
こ
の
施
設

が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
や
安
全
・
安
心

を
つ
な
ぐ
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
水
島
議
会
議

長
、
鹿
熊
県
議
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
桜
町
保
育
所
園
児
に
よ

る
遊
戯
や
歌
、
草
野
獅
子
舞
保
存
会

に
よ
る
獅
子
舞
で
新
施
設
の
完
成
を

祝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
22
日
、
23
日
の
両
日
に
わ

た
り
、
施
設
内
覧
会
も
行
わ
れ
、
大

勢
の
来
場
者
が
真
新
し
い
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
４
月
１
日
よ
り

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

待
ち
望
ん
で
い
た
施
設
が
こ
の
た

び
完
成
し
、
無
事
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
す

べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
施
設

を
後
世
に
わ
た
り
大
事
に
、
そ
し
て

有
効
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
の

完
成
を
契
機
と
し
、
五
箇
庄
地
区
が

朝
日
町
発
展
の
一
助
と
な
る
よ
う
成

長
し
て
ほ
し
い
で
す
。　

　

一
方
で
、
私
に
と
っ
て
施
設
完
成

ま
で
の
道
の
り
は
長
く
、
と
て
も
大

変
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

五
箇
庄
地
区
自
治
振
興
会
会
長
と

し
て
、
１
２
８
年
と
い
う
長
い
伝
統
と

歴
史
を
誇
る
五
箇
庄
小
学
校
の
歴
史

に
、
幕
を
下
ろ
す
こ
と
を
決
断
し
た

こ
と
は
、
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
問
題
監
理
委
員
会
の
会

長
と
し
て
、
地
区
住
民
や
町
な
ど
と

幾
度
と
な
く
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
が
長
き
に
わ
た
り
築
い
て
こ

ら
れ
た
も
の
が
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
こ

と
に
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
施
設
に

五
箇
庄
地
区
の
魂
を
入
れ
て
い
く
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
施
設
で
は
、「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
」
や
「
高
齢
者
へ
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供
」
な
ど
、
地
区
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
週
３
回
（
放
課
後
～
６
時
）
を
予
定

し
て
お
り
、
地
区
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
教
育
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
暗
中
模
索
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

も
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

五
箇
庄
地
区
住
民
が
、
育
ち
、
学
び
、

ふ
れ
あ
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と

し
て
、
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

草野獅子舞保存会による獅子舞①〜③真新しい施設を見学する
来場者
④五箇庄小学校の校旗と校歌を
懐かしそうに眺める来場者
⑤忠魂碑の前で入魂式をする地
区の役員の皆さん

年長組さんによる遊戯 テープカット

INTERVIEW

五
箇
庄
地
区
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
新
た
な
一
歩
を

感謝の心を持って利用してほしい

地域に根ざした取り組みを

旧五箇庄地区自治振興会小学校問題監理委員会
会長　佐渡　昭夫 さん

五箇庄地区自治振興会
会長　窪田　寛 さん

■五箇庄コミュニティセンター彩の里
　TEL・FAX：82-0710

■さくら保育園
　TEL・FAX：82-0329

■所在地：朝日町月山400番地

新施設の間取りを紹介します!!

家族のように過ごせる空間
木のぬくもりと太陽の光
がたくさん感じられる保
育園ですね。広々とした
園内ですが、園児たちが
どこにいても目の行き届
くつくりになっていて安
心して子どもを預けられ
ます。園児全員が家族の
ように遊び、過ごすこと
ができると思います。

鈴見直人さん

五箇庄地区
住民の方

平野大輝くん

早く遊びたい！
４月から小学２年生にな
ります。今までは、学校
が終わったあと、おばあ
ちゃんと過ごしていたけ
ど、これからは学校の友
だ ち と こ こ で 遊 べ る の
で、とても楽しみ。早く
みんなで遊びたいな。

心が和む施設
温かみがあり、子どもた
ちにも優しく、とてもい
い施設。木の香りがすご
くして、心が和みます。
敬老会や地区の集まりで
利用したいと思います。

体育館

会議室
調理室

研修室 玄関

玄関

自治
振興会
事務室

ゆり組

もも組

たんぽぽ組

うめ組きく組 さくら組

遊戯室

県道

至赤川

至桜町

彩の里

屋外遊技場

さくら保育園

①④

②⑤

③
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町税
15億994万円（18.7％）

［△1.1％］

繰入金
7億8,349万円（9.7％）

［147.6％］ 

諸収入　3億2,581万円（4.1％）
　　　　［4.3％］ 

使用料及び
手数料
1億4,425万円

（1.8％）［△2.6％］ 

その他
1億1,034万円（1.4％）

［△18.4％］ 

繰越金　1億円
（1.2％）［0.0％］ 

その他
9,600万円（1.2％）［△11.9％］ 

地方消費税交付金
1億1,500万円（1.4％）［3.6％］ 

国庫支出金
4億8,354万円

（6.0％）
［75.5％］

県支出金
3億8,924万円（4.8％）

［12.7％］

町債
15億420万円
（18.7％）

［△0.5％］ 

地方交付税
25億円（31.0％）

［8.7％］ 

歳入
自
主
財
源

36.9%

63.1%

依
存
財
源歳 出

（目的 別）

民生費
17億7,710万円

（22.0％）
［6.2％］

衛生費
10億5,245万円（13.1％）

［0.0％］ 

その他
2億1,580万円（2.7％） ［10.7％］

総務費
17億5,567万円

（21.8％）
［13.5％］

公債費
6億6,740万円

（8.3％）
［1.5％］ 

教育費
9億7,797万円（12.1％）

［41.4％］

農林水産業費
3億7,852万円（4.7％）

［12.7％］ 

土木費
6億1,906万円

（7.7％）
［12.2％］

商工費
3億2,408万円（4.0％）

［59.9％］

消防費
2億9,376万円（3.6％）［2.5％］

主
な
重
点
事
業
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

【
図
書
館
及
び
明
治
記
念
館
整
備
】

　

平
成
26
年
秋
に
開
館
予
定
と
な
っ

て
い
る
新
図
書
館
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
蔵
書
、
視
聴
覚
資
料
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
完
成
時
に
は
施
設
に
因

ん
だ
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

【
五
差
路
周
辺
複
合
施
設
整
備
】　

　

昨
年
度
に
基
本
・
実
施
設
計
、
調

査
等
を
行
っ
た
複
合
施
設
に
つ
い
て
、

27
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
今
年

度
着
工
し
ま
す
。
完
成
し
た
複
合
施

設
は
、
特
産
品
や
地
場
産
農
産
物
等

の
直
売
、
地
区
へ
の
移
動
販
売
の
ほ

か
、
自
治
振
興
会
や
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
い
っ
た
買
い
物
支
援
、
賑
わ
い

創
出
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

措
置
の
あ
る
有
利
な
地
方
債
で
あ
る

過
疎
対
策
事
業
債
を
大
型
建
設
事
業

に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
後
年
度
の

財
政
負
担
も
考
慮
し
た
う
え
で
総
額

で
15
億
４
２
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
取
崩
し
は
、

図
書
館
整
備
事
業
や
五
差
路
周
辺
複

合
施
設
整
備
事
業
と
い
っ
た
大
型
事

業
に
よ
る
歳
出
の
増
加
の
た
め
、
前

年
度
比
１
４
７
・
６
％
増
の
７
億
８
，

３
４
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

 

歳
出
（
一
般
会
計
）

　

昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
事
務
事
業
の
見
直
し
の
徹
底

と
、
経
常
的
経
費
の
抑
制
・
合
理
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
町
民
の
声

と
地
域
の
活
力
が
町
の
発
展
に
つ
な

が
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
住
み

続
け
た
い
、
住
む
の
で
あ
れ
ば
朝
日

町
の
実
現
に
向
け
て
事
業
の
選
択
と

重
点
化
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
規
模

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
、

前
年
度
比
12
・
１
％
増
の
80
億
６
，

１
８
１
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
会
計
を
含
む
特

別
会
計
総
額
は
、
74
億
５
，４
９
５
万

円
で
前
年
度
比
８
・５
％
の
増
と
な
り
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、
前
年
度
比
10
・
３
％

増
の
１
５
５
億
１
，６
７
６
万
円
で
す
。

 

歳
入
（
一
般
会
計
）

　

自
主
財
源
で
あ
る
税
収
入
は
、
就
労

人
口
の
減
少
に
伴
い
伸
び
は
見
込
め
ず
、

前
年
度
比
１
・１
％
減
の
15
億
９
９
４
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
実
績
に

基
づ
き
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
円
増

額
の
25
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

借
入
金
で
あ
る
町
債
は
、
交
付
税

予算概要
　平成26年度の予算は、健全な財政運営を持続することを基本としつつ、各地区自治振興会や、町民の方々からお聴
きした、さまざまなご意見やご提言、アイディアを盛り込むとともに、当町にとって喫緊の課題である少子高齢化問
題に対応するため、「教育・子育てするなら朝日町、高齢者にやさしい朝日町」を念頭に作成した予算となっています。

【
ヒ
ス
イ
海
岸
周
辺
整
備
構
想
策
定
事
業
】

　

平
成
27
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
、
当
町
の
主
要
観
光
地

で
あ
る
ヒ
ス
イ
海
岸
を
中
心
に
、
周

辺
観
光
資
源
を
利
用
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
の
実
現
に
向
け
た
観
光
戦
略

の
方
向
性
を
示
す
「
ヒ
ス
イ
海
岸
周

辺
整
備
構
想
」
を
策
定
し
ま
す
。

【
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
】

　

笹
川
地
区
の
古
民
家
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
人
や
産
業
、
自
然
と
文
化

と
い
っ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
地
域
に
根
差
し
た
文
化
・
風
習
が

体
感
で
き
る
交
流
体
験
拠
点
施
設
を

整
備
し
、
交
流
人
口
、
定
住
人
口
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

【
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
】

　

本
年
８
月
１
日
に
迎
え
る
町
制
施

行
60
周
年
の
記
念
と
し
て
、
記
念
式

典
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開

番
組
の
収
録
等
を
行
い
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
記
念
す
べ
き
節
目
を
祝
い
、

楽
し
め
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

次
頁
で
は
第
４
次
朝
日
町
総
合
計

画
に
沿
っ
て
平
成
26
年
度
当
初
予
算

の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

歳出

災害復旧事業費
1,731万円（0.2％）
［2,785.0％］

人件費
12億7,778万円（15.9％）
［2.1％］

扶助費
6億772万円（7.5％）
［9.2％］

普通建設事業費
13億5,757万円（18.9%）
［124.9％］

公債費
6億6,740万円
（8.3％）
［1.5％］

物件費
9億8,667万円
（12.2％）
［9.3％］

補助費等
14億6,097万円
（18.1％）
［4.1％］

繰出金
5億5,125万円（6.8％）
［3.7％］

普通建設事業費
19億4,495万円（24.1％）
［43.3％］

維持補修費ほか
5億4,776万円（6.9％）
［3.4％］

義務的経費（
31.7%

） 

その他
の

経
費（

44.0%） 

（性質別）

投資的経費（24.3%）

0
10億
20億
30億
40億
50億
60億
70億
80億
90億

H22
［△3.7％］

H23
［2.3％］

H24
［2.5％］

H25
［5.6％］

H26
［12.1％］

（円）

※［　］書きは前年度比

64
億
９
，５
０
０
万
円

66
億
４
，５
０
８
万
円

68
億
１
， 

０
６
５
万
円

71
億
９
， 

１
５
５
万
円

80
億
６
， 

１
８
１
万
円

各 会 計 の 予 算 額
☆一般会計総額 80億6,181万円〈　12.1%〉

☆特別会計総額 33億9,044万円〈△  0.3%〉

　・国民健康保険
 15億2,919万円〈△  0.7%〉

　・後期高齢者医療事業
 ４億3,055万円〈△  2.2%〉

　・簡易水道 3,650万円〈△  6.0%〉

　・下水道 13億9,068万円〈　  0.8%〉

　・南保外二地区用水
 250万円〈△  2.2%〉

　・奨学資金 102万円〈　  0.0%〉

☆病院事業会計 40億6,451万円〈　17.1%〉

　（企業会計）

総　   合　   計 155億1,676万円〈　10.3%〉

※〈　〉書きは前年度比

■一般会計の推移（当初予算ベース）

■平成26年度一般会計当初予算歳入
※（　）書きは構成比　※［　］書きは前年度比

■平成26年度一般会計当初予算歳出（目的別）

■平成26年度一般会計当初予算歳出（性質別）

朝日町の平成26年度 予算が決まりました

一般会計予算 80億6,181万円
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産業の振興 健康と福祉

住民自治と自治体経営 快適な環境

情報と交流

安全安心な暮らし 教育と文化

　五差路周辺複合施設整備事業 77,950万円
★朝日町地域特産物開発・振興事業 100万円
★とやまの園芸規模拡大チャレンジ事業 933万円
★定置網オーナー制度事業 60万円
★内水面観光資源展開事業 5万円
★商店街にぎわい創出事業 200万円
★冬の桜並木創出事業 100万円
★ヒスイ海岸周辺整備基本構想策定事業 454万円
★富山旅づくり市町村タイアップ事業 100万円
★朝日町PR看板等調査業務 397万円

　胃がんリスク判定検査事業 248万円
★子どものインフルエンザワクチン接種費用助成事業
 89万円
★高齢者の肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業
 174万円
★大人の風しんワクチン等予防接種費用助成事業
 15万円
★住宅用火災警報器設置支援事業 96万円
★あさひ野っ子放課後児童クラブ事業 889万円
　在宅要介護高齢者口腔ケア事業 44万円
★休日保育の実施 234万円

　自治振興会活動支援事業 1,664万円
　自治振興会運営費 865万円
　自治振興会事務員設置補助 300万円
　地域振興施設修繕・改修工事 666万円
★町制施行60周年記念事業 2,062万円
　自治公民館建設等事業補助 200万円
★買い物支援対策事業 300万円
★第５次朝日町総合計画策定事業 247万円

　地方道路整備事業
　（町道殿町細野線・横水下山新線他） 9,200万円
★除雪機械（大型ショベル）の購入 3,270万円
★まちづくり基本調査業務 997万円
　既存住宅リフォーム助成事業 2,000万円
　定住サポート事業 2,332万円
★町営住宅屋根改修工事 6,500万円
　老朽危険家屋等撤去事業 150万円
　鳥獣被害対策事業 734万円
★ふるさと歩道七曲り橋・北又つり橋修繕
 552万円

　公共バス運行事業 4,086万円
　あさひふるさと体験推進事業 373万円
　全国ビーチボール競技大会・
　　翡翠カップビーチボール全国大会 402万円
★空き家再生等推進事業 5,889万円
★定住・半定住受入モデル地域育成支援事業
 25万円
★空き家コンシェルジュ設置モデル事業 6万円
★釜石市交流・支援事業 114万円
　　釜石市友好交流事業（中学生）
　　釜石市復興支援ボランティアツアー事業
　　職員支援派遣事業
　朝日町合宿・教育旅行推進事業 300万円

　自主防災組織活動補助 315万円
　防災士養成事業 20万円
★衛星携帯電話導入事業 38万円
★富山県・朝日町総合防災訓練 35万円
　災害に強い子ども育成事業 9万円
★朝日町高齢者運転免許自主返納支援事業
 33万円
★小型動力ポンプ付積載車更新 901万円
★防火水そう整備事業 2,686万円
　交通安全施設整備事業 1,176万円

　図書館及び明治記念館整備事業 47,473万円
★特別支援教育アドバイザー派遣事業 20万円
★整形外科医による脊柱側わん症検診 18万円
　子どもと親の相談員配置事業 68万円
　中高連携推進事業 250万円
　 芸術・文化振興事業（文化ホールネットワーク

事業・北日本民謡舞踊朝日大会） 1,181万円
　地域ぐるみ心の教育推進事業（14歳の挑戦）
 43万円
　JFAこころのプロジェクト 47万円
　特別支援教育支援員配置事業 605万円

★
…
新
規
事
業

（　　　　　　　　　　  ）
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そ
の
他
の
重
点
事
業

●
子
育
て
支
援

【
保
育
料
引
き
下
げ
】

　

保
育
料
の
引
き
下
げ
を
行
い
、
子

ど
も
が
い
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。�（
住
民
・
子
ど
も
課
）

●
教
育

【
脊
柱
側
わ
ん
症
検
診
】

　

小
学
生
、
中
学
生
を
対
象
に
整
形

外
科
医
に
よ
る
検
診
を
行
い
、
脊
柱

側
わ
ん
症
の
早
期
発
見
、
治
療
に
努

め
ま
す
。�

（
教
育
委
員
会
）

●
福
祉

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
支
援
事
業
】

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
老
々
世
帯
、
障
害
の
あ
る
方

等
、
設
置
が
困
難
な
世
帯
に
給
付
・

取
り
付
け
を
行
う
こ
と
で
、
町
民
の

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

（
健
康
課
）

●
観
光

【
冬
の
桜
並
木
創
出
事
業
】

　

春
の
風
物
詩
と
し
て
町
内
外
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
舟
川
の
桜

並
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
す

こ
と
に
よ
り
、
冬
に
桜
の
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
で
今
後
の
観
光
振
興
に
繋

げ
ま
す
。�

（
商
工
観
光
課
）

高齢者の肺炎球菌
ワクチン接種費用助成事業

朝日町高齢者運転免許証
自主返納支援事業

　 公 共 バ ス 運 行 事 業

　　定住サポート事業【拡充】

子どものインフルエンザ
ワクチン接種費用助成事業

　商店街にぎわい創出事業

新“あさひまちバス”誕生!!
−平成26年４月７日運行スタート−

休 日 保 育 事 業

保健衛生

防犯・
交通安全

公共交通

市街地・住宅

保健衛生

商　業

子育て支援

　高齢者の発症や重症化を防ぐため、肺炎球菌
ワクチン接種費用の一部を助成します。

対象者　朝日町に住所を有する
　　　　・65歳、70歳、75歳の節目年齢の方
　　　　・80歳以上の方
　　　　・�60歳以上の心臓や腎臓、呼吸器など

に重度の障害を有する方
　　　　�　なお、10月からは、65歳以上の節目年

齢者などは、法定接種の扱いとなります。
内　容　接 種 回 数：１回まで
　　　　自己負担額：2,000円
　　　　事業の開始：10月より
　　　　町指定医療機関へ接種を委託
問い合わせ　保健センター（☎83-3309）

　運転免許証を自主的に返納される高齢者を支
援します。

対象者　町への申請時、満70歳以上の朝日町民の方
　　　　�平成26年４月１日以降、すべての種類

の運転免許を自主返納された方
支援内容
　・①～⑤のいずれか１つ
　　①すこやか応援券（1,000円券×15枚）
　　②老人福祉センター回数券（11枚×５セット）
　　③らくち～の入浴券（シルバー入浴回数券36枚）
　　④公共バス（あさひまちバス）回数券（11枚×７セット）
　　⑤パークゴルフ場利用券（年間利用券、発行日から１年間有効）
　・写真付き住民基本台帳カード交付手数料相当額の助成
　・運転経歴証明書交付手数料相当額の助成
問い合わせ　総務課

　利便性の向上・利用促進を図るため、これまでの
「公共バス」と「あさひまちバス」を統合・拡充し、
新・あさひまちバスとして運行します!!
　これにより、高齢者の不安の解消を図るとともに、
朝夕はJRの接続を重視し、通勤通学での公共交通の
利用を促進します。併せて、人の移動を促すことに
より、まちなかの賑わいと交流の創出を目指します。

内　容　
使用車両：３台
路 線 数：７方面12路線
運行曜日：月～金　※全路線　平日毎日運行
運行本数：61本（１日）
※�詳しくは、本紙折り込みの路線図・時刻表をご覧
ください。

問い合わせ　商工観光課

　核家族化が進み、高齢者のみの世帯が増える
中、家族の絆の再生を目的とし、二世帯住宅の
新築増築に対する購入奨励金を新設しました。

対　象　
・町内在住の方
・�親子関係にある方が二世帯型住宅（居室、台
所、トイレ等を別にして居住)を新築増築さ
れる方
・�親が住む同一地区内(自治振興会地区単位)に
新築される町内在住者の方

内　容　
・同居型　　　　　　　　　　 150万円
・別居型（同一地区内に限る）　100万円
問い合わせ　建設課

　インフルエンザは、毎年冬から春にかけて流
行します。
　子どもの罹患や重症化を防ぐとともに、保育
所や小学校での感染防止に備えるため、小学校
６年生までのインフルエンザワクチン接種費用
の一部を助成します。

対象者　朝日町に住所を有する生後６か月～
　　　　小学６年生
内　容　接 種 回 数：２回まで
　　　　自己負担額：１回につき1,000円
　　　　接種期間：10月20日～12月27日
　　　　町指定医療機関へ接種を委託
問い合わせ　保健センター（☎83-3309）

　平成26年秋完成予定の新図書館、平成27年春
の五差路周辺施設完成に先がけて、各商店街を
はじめ、関係町内会の協力のもと、空き店舗活
用やイベントを実施し、賑わい創出の機運醸成
を図ります。

対　象　泊１～３区の商店街、関係町内会
内　容
①�空き店舗活用（テナントショップ、地区活動
など）
②商店街での賑わい創出（イベントの実施）
③「五差路」をテーマとした食の開発
④�①～③を活用したまちなかウォーキング等の
実施など

問い合わせ　商工観光課

特　徴　
・�朝夕は泊駅でJR列車に接続、日中はパター
ンダイヤで分かりやすく。
・�全路線、平日毎日運行。47本から61本に
増便。
・�料金は、全区間１回200円（中学生以下は
100円）。お得な回数券、１日券、定期券制
度も導入。

“あさひまちバス”に　みんなで乗って、
みんなで育てよう♪

　保護者の就労形態が多様化してきている中
で、日曜日、国民の祝日等における保育需要に
対応するため、休日等に保育所(ひまわり幼児
園)で児童を保育し、安心して仕事ができる環
境を整備し、子育てを支援します。

対象児童　�児童福祉法第24条の規定に基づく保
育の実施の対象となる就学前児童で
あって、休日等において保育に欠け
る児童

開 所 日　日曜日、国民の祝日
　　　　　※ただし、１月１日は除く
開所時間　午前７時～午後６時
問い合わせ　住民・子ども課

クローズアップ予算
〜まちのお得な事業情報〜
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【
施
設
概
要
】

　

建
物
は
、
２
階
建
て
、
買
い
物
支

援
施
設
、
ふ
れ
あ
い
広
場
お
よ
び
３

団
体
（
商
工
会
・
泊
地
区
自
治
振
興

会
・
社
会
福
祉
協
議
会
）
の
事
務
所

を
整
備
さ
れ
る
ほ
か
、
全
天
候
型
の

イ
ベ
ン
ト
広
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

１　

階
：
１
，２
４
１
㎡

　

２　

階
：　

９
５
１
㎡

　

延
面
積
：
２
，１
９
２
㎡

　

五
差
路
周
辺
複
合
施
設
は
、
平
成

26
年
６
月
頃
に
着
工
予
定
で
あ
り
、

平
成
27
年
春
の
施
設
供
用
開
始
を
目

指
し
ま
す
。

�

１
階

・�

買
い
物
支
援
の
た
め
の
特
産
品
、

加
工
品
、
生
鮮
食
品
、
地
場
産
品

直
売
所

・�

ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ
や
朝
市
、
昼

市
な
ど
が
開
催
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

広
場

・�

高
齢
者
等
の
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い

の
場
、
バ
ス
の
待
合
場
所
に
も
利

用
で
き
る
ふ
れ
あ
い
広
場

・
商
工
会
事
務
所

�

２
階

・�

研
修
室（
４
室
）お
よ
び
会
議
室（
２
室
）

・�

憩
い
、
ふ
れ
あ
い
、
活
動
の
生
き

が
い
を
感
じ
て
も
ら
う
ス
ペ
ー
ス

を
整
備

・�

社
会
福
祉
協
議
会

・
泊
地
区
自
治
振
興
会
事
務
所

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど

で
、
疲
弊
す
る
泊
市
街
部
に
お
い

て
、
複
合
施
設
は
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
住
民
に

潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
、
町
の
空
洞
化
に
歯
止
め
が

か
か
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
の
思
い
が

反
映
さ
れ
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
住
民
参
加
型
の
施
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

泊
市
街
部
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

す
た
め
に
、
ま
ず
こ
の
複
合
施
設
が

中
心
と
な
り
、
買
い
物
支
援
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
な
ど
ハ
ー
ド

面
で
の
整
備
と
と
も
に
、
町
、
関
係

泊
市
街
部

再
興
に
向
け
て

　

本
町
五
差
路
周
辺
は
、
か
つ
て

商
店
街
と
し
て
賑
わ
い
、
町
の
商

業
振
興
、
交
流
拠
点
と
し
て
栄
え

て
い
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
泊
市

街
部
の
「
空
洞
化
」
に
加
え
、「
買

い
物
の
足
・
生
活
の
足
」
の
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、

こ
の
複
合
施
設
が
泊
市
街
部
再
興

へ
の
転
換
点
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
買
い
物
を
楽
し
み
、
人
と
ふ

れ
あ
い
、
つ
な
が
り
あ
え
る
」
と

い
う
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施
設
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

が実現できる施設に！
（商業・にぎわい・ふれあいゾーン）

●賑わい創出
　人の流れと循環、にぎわいを取り戻す

◦ 文化活動の場、教養・
スキルアップ講座

◦ 健康増進、体力づくり
教室（いきいきサロン
の開催）

●商業振興・買い物支援
　「気軽に買い物に出かける、買い物を楽しむ」

◦ 生鮮食品（肉・魚・野
菜 ）、 日 用 品 の 販 売、
地場産農産物等直売

◦ 町の特産品と連動した
朝日町ブランドの発信

要望に応えるための
発信拠点に！

地域・世代の垣根を
越えた場所に！

笑顔で元気に過ごす！ 新鮮な食材をお手軽に！

◦ 地 区 に 応 じ た 移 動 販
売、買い物バス運行の
実施

◦ まちなかマルシェ、
　朝市、昼市、トラック市

●ふれあい拠点
　「ふれあいの場」および
　「憩い・集い・繋がりあえる」交流拠点に

◦ 高 齢 者 が 語 ら い、 憩
い、集える安らぎ空間
の提供

◦ 農林漁業収穫感謝祭の
開催

◦ 地域のイベント、
　 フリーマーケットなど

の開催

団
体
が
住
民
の
目
線
に
立
っ
た
施
策

を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

商
工
会
と
し
て
は
、
入
居
す
る
複

合
施
設
の
新
事
務
所
を
拠
点
と
し
て
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
会
員
の
皆

さ
ん
の
悩
み
相
談
や
経
営
支
援
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
複
合

施
設
が
、
商
業
を
は
じ
め
、
文
化
・

伝
統
を
集
積
し
た
「
町
の
顔
」
と
な

る
よ
う
、
ま
た
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
力
を
注

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

朝日町商工会
会長　大 井 裕 久さん

Interview 「
町
の
顔
」と
な
る
よ
う
な

施
設
に
！

―
五
差
路
周
辺
複
合
施
設
整
備
―

に
ぎ
わ
い・
ふ
れ
あ
い
の

発
信
拠
点
に
！

　

町
で
は
、
新
図
書
館
周
辺
、
あ
さ
ひ
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
体

育
館
周
辺
、
そ
し
て
五
差
路
周
辺
の
３
か
所
を
基
盤
に
、
泊

市
街
部
を
連
携
さ
せ
、
新
た
な
賑
わ
い
を
各
地
区
へ
と
広
げ

る
た
め
、
泊
市
街
部
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
朝
日
町

全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
五
差
路
周
辺
複
合
施
設
の
概
要
や
泊
市
街

部
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

買う　集う　ふれあう

Interview
Ｑ．新施設に期待すること…
●本町五差路周辺が、にぎわってい
た頃の活気を取り戻すことができ
るような施設になることを期待し
ています。� （70代・女性）
●泊市街部だけでなく、多くの町民
の皆さんに利用してもらえるよう
な対策を講じていただき、気軽に
利用できるような施設になってほ
しい。� （30代・男性）
●季節の旬なものや、地場産野菜な
ど、ここでしか買えないものを販
売してほしい。� （70代・女性）
●にぎわいの中心となるような施設
になることを期待しています。
� （40代・男性）
●「そこに行けば誰かに出会える」
という場所になってほしい。
� （60代・女性）


